
　「埼玉臨床画像研究会」は2006年６月に発足し、今回が１１回目の開催となります。
当研究会は医師・放射線技師・臨床検査技師・看護師などの医療従事者を対象とし、臨床症例
に関わる知識・技術の向上を図ることを目的としております。
さまざまな画像診断機器の立場から活発な討論の場となることを願っております。
ご多忙とは存じますが、多数ご参加いただきますようお願い申し上げます。

第11回  埼玉臨床画像研究会

日　時：平成２１年１０月２日（金）１８：５０～２１：００

プログラム

総合司会：済生会栗橋病院　並木　薫　先生

製品情報　　　 非イオン性造影剤「イオメロンについて」  エーザイ（株）　

司会：済生会栗橋病院　並木　薫　先生

■教育講演1.「超音波で、どこまで見るの？」
埼玉医科大学国際医療センター  中央検査部  来住野　修 先生 

■教育講演2.「胆道癌・膵臓癌の診断と治療
　　　　　　　　～臨床医の立場から～」

埼玉県立がんセンター　消化器内科  島村　智崇 先生 

共催：埼玉臨床画像研究会 ／ エーザイ株式会社 ／ アロカ株式会社

場　所：大宮ソニックシティ　９０６会議室
　　　　   住所　〒330-8669 埼玉県さいたま市大宮区桜木町１－７－５
　　　　   TEL 　048-647-4111

参加費：１,０００円

＊今回は、『超音波によるデモンストレーション』を実施致します。
＊以前のアンケートからの要望を組み入れ、数回に分け胆嚢・膵臓を予定しております。
＊参加人数を事前に把握する為、裏面に申し込みＦＡＸ用紙を設けました。
ご施設名・参加人数等、お知らせ頂ければ幸いです。尚、ＦＡＸによる申し込みが無くても
ご参加頂けます。

テーマ：胆嚢・膵臓
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